
『作る』と『食べる』をつなぐ、       

海の幸・山の幸を愛する地産地消サポーター制度 

北九州市が誇るブランド水産物である「関門海峡たこ」が初めて学校給

食に登場しました。新型コロナウイルスの感染症流行により、例年とは異

なる学校生活を送っている子供達が少しでも元気になれるように、教育委

員会と連携して行われたものです。

   使用された「関門海峡たこ」は、市内の漁師さんが漁獲し、「ゆでだこ」

に加工した新鮮な「たこ」です。 

   給食に登場した当日は、漁師さんが小学校へ来校。実物の「ゆでだこ」

を実際に手で触ってみたりと、生徒達はこれから自分達が食べる食材の 

「たこ」に興味津々な様子でした。 

また、漁師さんの方も、実際に「たこ」を獲るための「たこつぼ」を生

徒達に見せながら、漁の話をするなど、「関門海峡たこ」の魅力を伝えま

した。 

初

メニューは、「かんもんかいきょう

たことだいこんのうまに」


